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町税
9億8,600万円
(19.0%)

繰入金
6億5,622万円
(12.7%)

自主財源その他
5億1,417万円
(9.9%)

地方交付税
13億8,676万円
(26.7%)

町債
4億3,331万円
(8.4%)

寄附金
3億4,974万円
(6.7%)

国庫支出金
3億8,288万円(7.4%)

県支出金
2億8,324万円
(5.5%)

依存財源その他
1億9,222万円(3.7%)

歳入

総務費
16億3,717万円
(32.4%)

民生費
13億928万円
(25.9%)

衛生費
3億3,614万円
(6.6%)

農林水産業費
9,699万円(1.9%)

土木費
6億972万円
(12.1%)

消防費
1億4,299万円

(2.8%)

商工費
2,412万円(0.5%)

教育費
6億913万円
(12.1%)

公債費
2億2,550万円(4.5%)

議会費
5,832万円(1.2%)

歳出

労働費
49万円(0.0%)

50億4,985万円

51億8,454万円

可決

○
９
月
定
例
会
を
９
月
７
日
か
ら
29
日
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

○
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
は
20
件(

内
訳
は
同
意
１
件
、
条
例
２
件
、
補
正
予
算

６
件
、
決
算
認
定
６
件
、
そ
の
他
５
件)

で
し
た
。

○
一
般
質
問
は
９
月
８
日
に
７
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

○
９
月
定
例
会
は
最
終
日(

９
月
29
日)

に
委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
13
件
、
追
加

議
案
2
件
（
内
訳
は
補
正
予
算
1
件
、
同
意
1
件
）
を
採
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

9月
定例会

50億4,985万円

地方譲与税 2,523万円
地方消費税交付金 1億2,406万円
地方特例交付金等 2,825万円
自動車取得税交付金 577万円
利子割交付金 76万円
交通安全対策交付金 103万円
配当割交付金 336万円
株式等譲渡所得割交付金 230万円
環境性能割交付金 146万円

依存財源その他詳細

分担金・負担金 1億    749万円
財産収入 753万円
使用料・手数料 5,930万円
諸収入 1億9,697万円
繰越金 1億4,288万円

自主財源その他詳細

50億4,985万円

2議会だより とよさと
令和２年11月13日発行



監
査
意
見
書
（
抜
粋
）

財政を見る

令和元年度
一般会計歳出

昨年度比 0.9増加
　一般会計が負担する借金返済費用の割合。
数値が高いほど、他の事業にあてる財源を
圧迫することになります。

50億4,985万円
　本
町
の
財
政
構
造
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率
が

97
・
5
％
（
前
年
94
・
4
％
）、
経
常
一
般
財
源
比
率
が

97
・
4
％
（
同
95
・
6
％
）、
財
政
力
指
数
は
0
・
4
5
4

（
同
0
・
4
4
6
）、
起
債
残
高
は
47
億
9
，
1
1
9
万
円

（
同
47
億
8
，
0
7
7
万
円
）
で
あ
り
、
依
然
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
決
算
を
踏
ま
え
、
今
後
は

い
っ
そ
う
健
全
な
財
政
運
営
を
確
立
す
べ
く
厳
し
い
現
状

認
識
に
立
つ
と
共
に
、
権
利
と
義
務
が
果
た
さ
れ
る
社
会

の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
も
公
平
公
正
な
徴
収
を
い
っ

そ
う
進
め
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
予
算
計
上
し
た
事
業

の
内
容
や
目
的
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
と
共
に
、
責
任
あ

る
事
業
執
行
に
向
け
て
町
長
を
先
頭
に
全
職
員
が
強
い
決

意
の
も
と
一
致
協
力
し
、
積
極
的
な
取
り
組
み
へ
と
結
び

つ
け
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

代表監査委員
平塚　誠

実質公債費比率 1.2％

　地方公共団体の標準的な収入になる税収
等のうち、財政の需要をどれだけ満たして
いるかを表します。
　この指数が高いほど財政力が強いことを
示しています。

昨年度比 0.008増加
財政力指数 0.454％

昨年度比 3.1増加
　人件費など毎年かかる固定費の割合。
　数値が低いほど政策的に使えるお金が多
いことになります。

経常収支比率 97.5％

３つのポイント３つのポイント３つのポイント

特定の事業経費を支出するための会計で、豊郷町には4会計あります。

■国民健康保険事業を
行うための会計

【歳入】 8億5,402万円
【歳出】 8億5,038万円

国民健康保険事業

■後期高齢者医療事業
を行うための会計 【歳入】6,541万円

【歳出】6,541万円

後期高齢者医療事業

■介護保険事業を行うため
の会計

【歳入】 7億   321万円
【歳出】 6億8,376万円

介護保険事業

■ 下水道整備区域における
下水道管の整備と維持管
理のための会計

【歳入】 4億2,532万円
【歳出】 3億7,160万円

下水道事業

■ 老朽化した施設や排水管を新しくしたり、水の
需要が増加した場合に水を供給する施設管理の
ための会計

水道事業

公営企業会計 地方公営企業法により、自治体でも収益が認められている
会計

収益的収支
【歳入】1億9,870万円
【歳出】2億2,865万円

資本的収支
【歳入】 4,672万円
【歳出】 1億2,829万円

特別会計

50億4,985万円

3 議会だより とよさと
令和２年11月13日発行



〇
７
月
臨
時
会
を
７
月
15
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

〇
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
は
２
件
︵
補
正

予
算
１
件
、
契
約
１
件
︶
で
し
た
。

〇特別定額給付金上乗せ給付金 7,360万円
　1人当たり1万円の加算
　（5月臨時会にて可決した1万円にさらに上乗せ）

〇妊娠中感染予防対策支援給付金 40万円
　妊婦さんに対し5万円×8人分の予算を追加（計28名分）
〇新型コロナウイルス感染拡大防止事業費 1,436万円
　各施設、校園の感染防止対策に係る消耗品、備品の購入

8,922万円
内　訳

令和２年度 一般会計補正予算（第４号）

＜契約議決＞
〇 消防ポンプ車購入業務
　        2,893万円
　㈱奥山ポンプ商会

7月臨時会
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議
第
84
号

　
令
和
元
年
度
豊
郷
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

　令
和
元
年
度
の
決
算
で
は
、
役
場
庁
舎
建
て
替
え
に
向
け
た
工
事

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
、
道
路
の
安
全
性
･
利
便
性
の
向

上
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
の
継
続
等
安
全
性
･
利
便
性
の
向

上
に
向
け
た
事
業
や
子
育
て
環
境
づ
く
り
の
充
実
が
図
ら
れ
て
お

り
、
財
政
運
営
に
つ
い
て
も
財
政
力
指
数
、
経
常
一
般
財
源
比
率
が

前
年
度
と
比
較
し
て
上
昇
し
て
お
り
、
健
全
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
て

お
り
、
本
決
算
の
認
定
に
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
西
澤
博
一
）

　町
政
運
営
の
基
本
は
、
法
令
順
守
の
も
と
で
の
情
報
公
開
と
説
明

責
任
の
徹
底
で
す
。
こ
の
決
算
に
あ
る
、
豊
郷
町
庁
舎
建
替
え
工
事

入
札
及
び
事
業
費
、
歌
詰
橋
工
事
入
札
及
び
事
業
費
は
、
地
方
自
治

法
・
地
方
財
政
法
・
予
決
令
・
補
助
金
適
化
法
な
ど
か
ら
見
て
ム
ダ

遣
い
の
公
共
事
業
と
言
え
ま
す
。

　以
上
を
指
摘
し
て
反
対
と
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
今
村
恵
美
子
）

議
第
87
号

　
令
和
元
年
度
豊
郷
町
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　介
護
保
険
制
度
は
、
お
互
い
が
支
え
合
う
い
わ
ゆ
る
「
相
互
扶
助
」

の
精
神
の
も
と
制
度
設
計
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
は
さ
ら

に
第
1
段
階
か
ら
第
3
段
階
ま
で
軽
減
額
が
拡
大
さ
れ
、
低
所
得
者

の
保
険
料
軽
減
に
要
す
る
費
用
5
4
9
万
4
，
5
6
0
円
が
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
低
所
得
者
に
対
し
て
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
本
決
算
の
認
定
に
賛
成
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論
（
西
澤
博
一
）

　こ
の
決
算
で
は
、
決
算
剰
余
金
と
決
算
年
度
末
基
金
の
合
計
が
約

3
，
0
0
0
万
円
あ
り
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
明
ら
か
に
介
護
保
険
料
が
高
す
ぎ
た
結
果
と
言
え
ま
す
。

県
下
19
市
町
で
３
番
目
に
高
い
介
護
保
険
料
を
町
は
徴
収
し
て
い
ま

す
が
、
65
歳
以
上
の
６
割
強
が
住
民
税
非
課
税
の
低
所
得
高
齢
者
で

す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
事
業
で
は

な
い
と
判
断
し
反
対
と
し
ま
す
。

反
対
討
論
（
今
村
恵
美
子
）

4議会だより とよさと
令和２年11月13日発行

〇感染予防対策支援事業助成金 1,500万円
　県施策への上乗せ（5万円）。町内企業、個人事業主を対象
〇水道事業会計への操出 1,530万円
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（水道料金減免分）
　 その他新型コロナウイルス感染症拡大に伴う事業の見直しや必要経費、感染

拡大防止対策に係る経費
〇道路整備 996万円
〇医療機関や介護事業所などに新型コロナ対策支援 570万円
〇中学校施設整備工事 793万円

〇インフルエンザ予防接種無料化（高齢者）　 197万円
　自己負担額1,000円をなくしました。

〇インフルエンザ予防接種費用助成 291万円
　生後6か月から中学3年生まで　１回につき2,000円助成
　妊婦全額助成

9,407万円

490万円

令和２年度一般会計補正予算（第５号）

令和２年度一般会計補正予算（第６号）

9月補正

教育委員会委員　　吉井　厚子
　任期：令和2年10月1日～6年9月30日

人権擁護委員　　　清水　明博
　任期：令和3年1月1日～5年12月31日

監査委員　　　　　谷川　則彦
　任期：令和2年10月1日～6年9月30日

内　訳

内　訳
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次の人事案件に同意
＜契約議決＞
〇 豊郷町立小中学校学習者用

コンピュータ購入業務
　        3,387万7,470円
　㈱大塚商会　滋賀営業所

（敬称略）　　

　こ
の
決
算
で
は
、
決
算
剰
余
金
と
決
算
年
度
末
基
金
の
合
計
が
約

3
，
0
0
0
万
円
あ
り
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
明
ら
か
に
介
護
保
険
料
が
高
す
ぎ
た
結
果
と
言
え
ま
す
。

県
下
19
市
町
で
３
番
目
に
高
い
介
護
保
険
料
を
町
は
徴
収
し
て
い
ま

す
が
、
65
歳
以
上
の
６
割
強
が
住
民
税
非
課
税
の
低
所
得
高
齢
者
で

す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
事
業
で
は

な
い
と
判
断
し
反
対
と
し
ま
す
。

5 議会だより とよさと
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〇感染予防対策支援事業助成金 1,500万円
　県施策への上乗せ（5万円）。町内企業、個人事業主を対象
〇水道事業会計への操出 1,530万円
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（水道料金減免分）
　 その他新型コロナウイルス感染症拡大に伴う事業の見直しや必要経費、感染

拡大防止対策に係る経費
〇道路整備 996万円
〇医療機関や介護事業所などに新型コロナ対策支援 570万円
〇中学校施設整備工事 793万円

〇インフルエンザ予防接種無料化（高齢者）　 197万円
　自己負担額1,000円をなくしました。

〇インフルエンザ予防接種費用助成 291万円
　生後6か月から中学3年生まで　１回につき2,000円助成
　妊婦全額助成

9,407万円

490万円

令和２年度一般会計補正予算（第５号）

令和２年度一般会計補正予算（第６号）

9月補正

教育委員会委員　　吉井　厚子
　任期：令和2年10月1日～6年9月30日

人権擁護委員　　　清水　明博
　任期：令和3年1月1日～5年12月31日

監査委員　　　　　谷川　則彦
　任期：令和2年10月1日～6年9月30日

内　訳

内　訳

可決 可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決

可決 可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決可決

次の人事案件に同意
＜契約議決＞
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　        3,387万7,470円
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妊婦応援事業

554万円

指定避難所備蓄倉庫整備

451万円

役場庁舎建替事業

5億474万円

すまいるたうんばす運行事業

1,122万円

予防接種事業

2,139万円

注目事業注目事業
　町の予算がきちんと執行されたか、予算決算常任委員会等で慎重審議し、
すべての会計決算を認定しました。その中で、議会が注目した目玉事業を
紹介します。 （「令和元年度主要施策の概要」から抜粋紹介）

完成イメージ

▲スポーツ公園に設置

6議会だより とよさと
令和２年11月13日発行

517万円

豊郷町下水道施設耐震化工事

1,161万円

地方創生町史編纂事業

957万円

小・中学校給食費無償化事業

商工・観光振興関係事業

令和元年度決算注目事業注目事業

▲令和2年度の様子

給食提供にかかる費用の総額です。

原油高騰対策事業

7,750万円

1,976万円
旧校舎群のライトアップや町内観光施設、
商工会・観光協会への補助金、軽音楽甲子
園開催への補助をしました。
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517万円

豊郷町下水道施設耐震化工事
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地方創生町史編纂事業

957万円

小・中学校給食費無償化事業

商工・観光振興関係事業

令和元年度決算注目事業注目事業

▲令和2年度の様子

給食提供にかかる費用の総額です。

原油高騰対策事業

7,750万円
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園開催への補助をしました。
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工事の様子

防犯灯（LED）

タブレットイメージ

ぐ
り
に
参
画
す
る
も
の
で
す
。

問
　河
川
愛
護
活
動
事
業
委

託
金
と
あ
る
が
、
ど
こ
の
予

定
か
。

答
　雨
降
野
区
が
、
川
ざ
ら

え
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
。

問
　ど
こ
が
実
施
し
て
い
る

の
か
。

答
　吉
田
区
が
小
増
川
と
岩

倉
川
、
石
畑
区
が
豊
郷
川
、

雨
降
野
区
が
み
な
川
。

問
　公
営
住
宅
が
空
い
て
か

ら
、
入
居
に
至
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
。
早
く

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
。

サ
イ
ク
ル
を
早
く
。

答
　早
急
に
修
繕
し
、
募
集

し
て
い
る
。
早
め
に
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

問
　改
良
住
宅
を
町
に
返
し

た
戸
数
、
譲
渡
で
き
る
戸
数

は
。

答
　返
還
さ
れ
た
の
は
14
戸
。

譲
渡
対
象
は
残
り
94
戸
。

問
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

の
環
境
整
備
の
国
庫
補
助
総

額
は
。
地
元
負
担
の
総
額
は
。

答
　差
押
を
す
る
場
合
、
差
押

調
書
、
配
当
通
知
書
を
送
付
し

て
い
る
。配
達
証
明
で
送
付
し
、

郵
便
局
に
も
確
認
し
て
い
る
。

問
　前
納
報
奨
金
の
件
数
、
平

均
金
額
は
。

答
　令
和
元
年
度
は
、
３
，

３
３
０
件
中
２
，
０
９
９
件
。

平
均
額
は
１
，
５
０
０
円
弱
。

問
　駐
車
場
使
用
料
と
は
何

か
。

答
　職
員
等
で
車
通
勤
の
職
員

か
ら
月
５
０
０
円
徴
収
し
て
い

る
。

問
　防
犯
灯
設
置
事
業
費
補
助

金
２
７
３
万
６
，
０
１
７
円
の

実
績
は
。

答
　各
集
落
か
ら
の
要
望
で
字

管
理
の
防
犯
灯
の
分
を
補
助
し

た
。
L
E
D
化
１
１
２
機
、
ポ

ー
ル
引
き
込
み
7
機
。

問
　消
防
団
員
の
団
員
数
は
。

報
償
費
の
不
用
額
は
何
か
。

答

50
名
定
員
で
現
在
41
人
。

年
度
途
中
で
団
員
を
や
め
た
2

人
分
。

答
　工
事
、
備
品
の
整
備
に

８
，
５
０
０
万
円
の
見
込
み
。

補
助
金
３
，
５
０
０
万
円
、

交
付
金
１
，
３
０
０
万
円
、

負
担
分
３
，
７
０
０
万
円
ほ

ど
の
予
定
。

問
　町
の
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
の
事
業
体
系
は
。

答
　当
初
は
5
年
計
画
で
あ

っ
た
が
今
年
度
に
前
倒
し
を

し
て
行
う
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
1
年
に

縮
め
て
全
児
童
生
徒
分
を
整

備
。

議
第
84
号
　令
和
元
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

問
　滞
納
や
累
積
滞
納
額
、

差
押
に
つ
い
て
本
人
に
ど
の

よ
う
に
通
知
し
て
い
る
の
か
。

主
な
計
上
理
由
は
。
何
に
充

て
る
の
か
。

答
　一
般
財
源
で
大
き
い

額
は
ふ
る
さ
と
納
税
。
約

1
億
8
千
万
円
。
庁
舎
、
歌

詰
橋
の
工
事
に
も
使
っ
て
い

る
。

問
　賃
借
料
と
は
何
の
分
か
。

答
　庁
舎
工
事
の
た
め
役
場

入
口
駐
車
場
が
満
車
に
な
る

た
め
、
駐
車
場
を
借
り
る
。

問
　一
般
寄
附
金
は
何
の
分

か
。

答
　イ
オ
ン
ビ
ッ
グ
か
ら
の

有
料
レ
ジ
袋
の
収
益
の
分
。

問
　臨
時
休
業
に
伴
う
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
支
援
事

業
費
補
助
金
の
事
業
所
と
利

用
者
数
は
。

答
　高
野
瀬
に
あ
る
ハ
ッ
ピ

ー
キ
ッ
ズ
等
。
愛
荘
町
や
彦

根
市
に
も
あ
る
。
利
用
は
15

人
。

問
　イ
ベ
ン
ト
開
催
事
業
委

託
料
と
は
何
か
。

答
　県
内
８
市
町
で
実
施
し

て
い
る
び
わ
湖
ひ
な
人
形
め

議
第
78
号
　令
和
２
年
度
豊

郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）

問
　固
定
資
産
税
、
町
民
税

還
付
金
の
増
額
補
正
理
由
は
。

答
　予
定
申
告
を
し
た
法
人

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
が
業
績
に
影
響
し
た

法
人
は
、
確
定
申
告
に
よ
り

還
付
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
。

問
　財
政
調
整
基
金
繰
入
金

は
6
億
円
の
予
算
が
あ
る
が
、

4
億
7
千
万
円
繰
り
入
れ
る
。

予算、決算に
関すること

常任委員会Report
総
務
課

税
務
課

学
校
教
育
課
・

総
務
課

保
健
福
祉
課

住
民
生
活
課

地
域
整
備
課

産
業
振
興
課

人
権
政
策
課

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

税
務
課

総
務
課

8議会だより とよさと
令和２年11月13日発行

石畑通学路交差点

答
　大
き
い
額
の
滞
納
は
44

人
。
う
ち
38
人
は
分
納
中
。
法

的
措
置
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士

に
相
談
し
て
対
応
す
る
。
納
付

相
談
を
行
い
放
置
は
し
て
い
な

い
。

問
　駐
車
場
の
整
備
を
し
た

が
、
道
に
停
ま
っ
て
い
る
。
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う
周
知
は
。

答
　緊
急
車
両
が
入
れ
な
い
た

め
、
迷
惑
駐
車
の
チ
ラ
シ
は
配

っ
て
い
る
。
今
後
も
啓
発
し
た

い
。

問
　駐
車
場
を
拡
張
し
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、
利
用
と
費
用

対
効
果
は
。

答
　ホ
ー
ル
の
利
用
で
規
模
の

大
き
い
も
の
が
年
10
回
程
度
あ

り
、
新
し
い
駐
車
場
も
利
用
し

て
い
る
。
駐
車
場
の
み
で
の
イ

ベ
ン
ト
は
な
い
。

委員会
問
　職
員
の
就
労
手
当
は
。

答
　時
間
内
出
動
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
手
当
は
な
い
。

問
　ふ
る
さ
と
納
税
額
の
展

望
は
。

答
　米
や
肉
の
返
礼
品
を
中

心
に
年
間
4
億
円
を
め
ざ
し

た
い
。

問
　返
礼
品
を
出
し
て
い
る

事
業
所
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

1
億
円
く
ら
い
が
町

内
に
落
ち
て
い
る
。
米
が

6
千
万
円
、
肉
が
4
千
万
円

く
ら
い
。

問
　一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
、
頑
張
る
自
治
会
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
補
助
金
の
実

績
は
。

答
　三
ツ
池
区
の
大
太
鼓
と

鐘
の
購
入
。
頑
張
る
自
治
会

は
、
江
州
音
頭
を
踊
る
事
が

必
須
。
各
字
で
敬
老
会
や
運

動
会
等
を
実
施
。
今
年
度
の

み
、
江
州
音
頭
の
条
件
な
し

で
も
補
助
対
象
と
な
る
と
区

長
に
伝
え
た
。

問
　個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
枚
数
は
。

答
　現
在
８
５
５
人
に
交
付
。

約
11
％
。

問
　ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
駆
除

費
補
助
金
の
実
績
は
。

答

10
件
。
八
町
、
吉
田
、

上
枝
、
安
食
西
、
石
畑
、
安

食
南
、
三
ツ
池
、
雨
降
野
。

問
　低
所
得
者
保
険
料
軽
減

負
担
金
と
あ
る
が
、
該
当
の

低
所
得
者
の
人
数
は
。

答
　第
一
段
階
が
３
５
７
人
、

第
二
段
階
が
１
７
９
人
、
第

三
段
階
が
１
４
２
人
。

問
　元
年
度
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
実
績
は
。

答
　相
談
１
０
９
０
件
、
訪

問
６
５
９
件
、
来
訪
６
２
５

件
で
３
５
１
５
件
。
在
宅
福

祉
、
介
護
、
認
知
症
の
相
談

が
５
５
８
件
、
介
護
申
請
に

つ
い
て
が
１
０
５
件
、
そ
の

他
４
２
７
件
。

問
　元
年
度
中
の
農
地
転
用

の
詳
細
は
。

答

14
件
で
８
，
３
０
２
㎡
。

転
用
目
的
は
、
住
宅
15
ａ
、

倉
庫
15
ａ
、
駐
車
場
資
材
置

き
場
43
ａ
、
農
業
施
設
8
ａ

で
す
。

問
　農
地
転
用
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
会
は
、
許
可
す
る

ま
で
に
そ
の
土
地
を
見
に
行

っ
て
判
断
す
べ
き
。
最
低
限

町
独
自
の
規
制
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
　農
業
委
員
会
で
は
農
地

法
に
基
づ
い
て
許
可
を
し
て

い
る
。
そ
れ
で
許
可
で
き
な

い
も
の
は
許
可
し
て
い
な
い
。

法
律
の
基
準
の
中
で
行
っ
て

い
る
。

問
　地
元
分
担
金
は
ど
こ
の

分
か
。

答
　沢
の
里
道
舗
装
。
沢
の

河
川
測
量
設
計
。
安
食
南
弁

財
天
川
の
測
量
設
計
。

問
　交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

の
説
明
を
。
社
会
資
本
総
合
整

備
事
業
費
の
１
億
２
千
万
円
ほ

ど
は
歌
詰
橋
の
件
か
。

答
　交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

は
、
区
画
線
の
引
き
直
し
、
カ

ラ
ー
舗
装
。
視
線
誘
導
灯
、
道

路
反
射
鏡
設
置
。
パ
ト
ラ
イ
ト

の
更
新
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
な
ど
。
歌
詰
橋
の
工
事
費
で

前
払
で
支
払
い
し
て
い
る
分
で

す
。

問
　家
賃
の
滞
納
が
悪
質
な
場

合
は
退
去
措
置
等
し
て
い
る
の

か
。
今
後
の
方
針
は
。

医
療
保
険
課

企
画
振
興
課

住
民
生
活
課

産
業
振
興
課

地
域
整
備
課

人
権
政
策
課

社
会
教
育
課
・

保
健
体
育
課

　反
対
討
論
（
今
村
議
員
）

　採
決
結
果

　賛
成
多
数
（
可
８
：
否
３
）
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答
　大
き
い
額
の
滞
納
は
44

人
。
う
ち
38
人
は
分
納
中
。
法

的
措
置
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士

に
相
談
し
て
対
応
す
る
。
納
付

相
談
を
行
い
放
置
は
し
て
い
な

い
。

問
　駐
車
場
の
整
備
を
し
た

が
、
道
に
停
ま
っ
て
い
る
。
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う
周
知
は
。

答
　緊
急
車
両
が
入
れ
な
い
た

め
、
迷
惑
駐
車
の
チ
ラ
シ
は
配

っ
て
い
る
。
今
後
も
啓
発
し
た

い
。

問
　駐
車
場
を
拡
張
し
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、
利
用
と
費
用

対
効
果
は
。

答
　ホ
ー
ル
の
利
用
で
規
模
の

大
き
い
も
の
が
年
10
回
程
度
あ

り
、
新
し
い
駐
車
場
も
利
用
し

て
い
る
。
駐
車
場
の
み
で
の
イ

ベ
ン
ト
は
な
い
。

委員会
問
　職
員
の
就
労
手
当
は
。

答
　時
間
内
出
動
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
手
当
は
な
い
。

問
　ふ
る
さ
と
納
税
額
の
展

望
は
。

答
　米
や
肉
の
返
礼
品
を
中

心
に
年
間
4
億
円
を
め
ざ
し

た
い
。

問
　返
礼
品
を
出
し
て
い
る

事
業
所
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

1
億
円
く
ら
い
が
町

内
に
落
ち
て
い
る
。
米
が

6
千
万
円
、
肉
が
4
千
万
円

く
ら
い
。

問
　一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
、
頑
張
る
自
治
会
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
補
助
金
の
実

績
は
。

答
　三
ツ
池
区
の
大
太
鼓
と

鐘
の
購
入
。
頑
張
る
自
治
会

は
、
江
州
音
頭
を
踊
る
事
が

必
須
。
各
字
で
敬
老
会
や
運

動
会
等
を
実
施
。
今
年
度
の

み
、
江
州
音
頭
の
条
件
な
し

で
も
補
助
対
象
と
な
る
と
区

長
に
伝
え
た
。

問
　個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
枚
数
は
。

答
　現
在
８
５
５
人
に
交
付
。

約
11
％
。

問
　ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
駆
除

費
補
助
金
の
実
績
は
。

答

10
件
。
八
町
、
吉
田
、

上
枝
、
安
食
西
、
石
畑
、
安

食
南
、
三
ツ
池
、
雨
降
野
。

問
　低
所
得
者
保
険
料
軽
減

負
担
金
と
あ
る
が
、
該
当
の

低
所
得
者
の
人
数
は
。

答
　第
一
段
階
が
３
５
７
人
、

第
二
段
階
が
１
７
９
人
、
第

三
段
階
が
１
４
２
人
。

問
　元
年
度
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
実
績
は
。

答
　相
談
１
０
９
０
件
、
訪

問
６
５
９
件
、
来
訪
６
２
５

件
で
３
５
１
５
件
。
在
宅
福

祉
、
介
護
、
認
知
症
の
相
談

が
５
５
８
件
、
介
護
申
請
に

つ
い
て
が
１
０
５
件
、
そ
の

他
４
２
７
件
。

問
　元
年
度
中
の
農
地
転
用

の
詳
細
は
。

答

14
件
で
８
，
３
０
２
㎡
。

転
用
目
的
は
、
住
宅
15
ａ
、

倉
庫
15
ａ
、
駐
車
場
資
材
置

き
場
43
ａ
、
農
業
施
設
8
ａ

で
す
。

問
　農
地
転
用
に
つ
い
て
、

農
業
委
員
会
は
、
許
可
す
る

ま
で
に
そ
の
土
地
を
見
に
行

っ
て
判
断
す
べ
き
。
最
低
限

町
独
自
の
規
制
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
　農
業
委
員
会
で
は
農
地

法
に
基
づ
い
て
許
可
を
し
て

い
る
。
そ
れ
で
許
可
で
き
な

い
も
の
は
許
可
し
て
い
な
い
。

法
律
の
基
準
の
中
で
行
っ
て

い
る
。

問
　地
元
分
担
金
は
ど
こ
の

分
か
。

答
　沢
の
里
道
舗
装
。
沢
の

河
川
測
量
設
計
。
安
食
南
弁

財
天
川
の
測
量
設
計
。

問
　交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

の
説
明
を
。
社
会
資
本
総
合
整

備
事
業
費
の
１
億
２
千
万
円
ほ

ど
は
歌
詰
橋
の
件
か
。

答
　交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

は
、
区
画
線
の
引
き
直
し
、
カ

ラ
ー
舗
装
。
視
線
誘
導
灯
、
道

路
反
射
鏡
設
置
。
パ
ト
ラ
イ
ト

の
更
新
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
な
ど
。
歌
詰
橋
の
工
事
費
で

前
払
で
支
払
い
し
て
い
る
分
で

す
。

問
　家
賃
の
滞
納
が
悪
質
な
場

合
は
退
去
措
置
等
し
て
い
る
の

か
。
今
後
の
方
針
は
。

医
療
保
険
課

企
画
振
興
課

住
民
生
活
課

産
業
振
興
課

地
域
整
備
課

人
権
政
策
課

社
会
教
育
課
・

保
健
体
育
課

　反
対
討
論
（
今
村
議
員
）

　採
決
結
果

　賛
成
多
数
（
可
８
：
否
３
）
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介護保険被保険者証

委員会の様子

Report
議
第
79
号
　令
和
２
年
度
豊

郷
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

問
　県
補
助
金
が
減
額
の
理

由
は
。

答
　コ
ロ
ナ
の
関
係
で
中
止

し
た
5
月
の
検
診
等
の
県
か

ら
の
繰
入
金
を
減
額
し
た
。

議
第
80
号
　令
和
２
年
度
豊

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

問
　居
宅
介
護
で
の
住
宅
改

修
費
増
額
理
由
は
。

答
　既
に
当
初
予
算
分
の
13

件
の
申
請
が
あ
り
、
今
後
対

応
に
5
件
分
を
予
算
計
上
し

た
。

問
　第
1
号
被
保
険
者
保
険

料
の
還
付
金
増
額
は
。

答
　コ
ロ
ナ
に
よ
る
減
免
還

付
が
出
て
き
た
こ
と
に
よ
り

計
上
し
た
。

年
度
末
で
、
第
一
段
階
３
５

７
人
、
第
二
段
階
１
７
９
人
、

第
三
段
階
１
４
２
人
。

問

8
期
計
画
策
定
に
向
け

て
低
所
得
者
の
保
険
料
減
免

等
、
互
い
に
助
け
合
う
こ
と

が
基
本
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　介
護
給
付
は
上
が
っ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
不

透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
持

続
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て

丁
寧
に
伸
び
て
く
る
と
こ
ろ

等
を
細
か
く
見
た
い
。

議
第
88
号
　令
和
元
年
度
豊

郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

問
　収
入
未
済
は
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
生
じ
て
い
る
か
。

答
　年
度
途
中
で
後
期
高
齢

に
到
達
さ
れ
た
普
通
徴
収
の

方
の
納
め
忘
れ
も
あ
る
。
支

払
わ
れ
な
い
場
合
、
年
金
を

確
認
し
て
分
納
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

議
第
81
号
　令
和
２
年
度
豊

郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号
）

問
　保
険
料
収
入
の
特
別
徴

収
、
普
通
徴
収
が
そ
れ
ぞ
れ

増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
　保
険
料
の
対
象
者
が
特

別
徴
収
と
普
通
徴
収
を
合

わ
せ
て
、
7
2
2
人
か
ら

8
3
3
人
へ
1
1
1
人
増
加

し
た
。

問
　保
険
料
還
付
金
の
増
額

理
由
は
。

答
　コ
ロ
ナ
に
よ
る
還
付
分

と
し
て
今
後
20
人
程
度
を
見

込
み
計
上
し
た
。

議
第
85
号
　令
和
元
年
度
豊

郷
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

問
　国
民
健
康
保
険
税
の
滞

納
整
理
等
の
状
況
は
。

答
　日
々
の
積
み
重
ね
で
縮

減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
元

年
度
末
の
収
入
未
済
は
２
，

１
９
７
万
８
千
円
あ
る
が
5

年
前
と
比
べ
て
1
千
万
円
以

上
減
少
。
納
付
が
厳
し
い
方

に
は
分
割
で
。
誓
約
は
１
２

０
〜
１
３
０
件
。
応
じ
な
い

方
に
は
財
産
調
査
を
し
て
差

し
押
さ
え
を
し
て
い
る
。

問
　人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ

ク
の
実
績
は
。

答
　人
間
ド
ッ
ク
58
人
、
脳

ド
ッ
ク
20
人
。

議
第
87
号
　令
和
元
年
度
豊

郷
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

問
　訪
問
介
護
、
通
所
介
護

の
利
用
人
数
は
。

答
　訪
問
は
延
べ
36
人
。
通

所
は
延
べ
60
人
。

問
　低
所
得
者
の
保
険
料
軽

減
の
状
況
は
。

答
　基
本
額
は
第
５
段
階
の

６
，
４
８
０
円
で
、
所
得
に

応
じ
て
第
１
段
階
が
０
．
３

７
５
、
第
２
段
階
が
０
．
５

７
５
、
第
３
段
階
が
０
．
７

２
５
に
軽
減
し
て
い
る
。
元

　採
決
結
果

　賛
成
多
数
（
可
４
：
否
１
）

　反
対
討
論
（
高
橋
議
員
）

　採
決
結
果

　賛
成
多
数
（
可
3
：
否
2
）

　反
対
討
論
（
高
橋
議
員
）

　採
決
結
果

　賛
成
多
数
（
可
４
：
否
１
）

教育、福祉、
衛生、医療、
戸籍、年金
に関する
こと

常任委員会

医
療
保
険
課

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　賛
成
討
論
（
高
橋
議
員
）

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

10議会だより とよさと
令和２年11月13日発行

耐震化工事

布設替工事

委員会
税
務
課

問
　舗
装
本
復
旧
工
事
の
場

所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
配
水

管
布
設
替
及
び
消
火
栓
移
設

工
事
の
場
所
は
。

答
　昨
年
配
水
管
の
布
設
替

を
行
っ
た
、
く
ら
ま
付
近
を

舗
装
。
布
設
替
は
豊
郷
停
車

場
線
の
高
野
瀬
池
付
近
。

議
第
83
号
　令
和
２
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

問
　他
会
計
補
助
の
内
訳
は
。

答
　他
会
計
補
助
金
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
。
職
員

手
当
に
充
て
る
分
。

議
第
86
号
　令
和
元
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て問
　現
年
度
負
担
金
、
過
年

度
負
担
金
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

答
　過
年
度
分
は
37
件
が
対

象
。

問
　猶
予
申
請
は
ど
の
く
ら

い
出
て
い
る
の
か
。

答
　元
年
度
末
現
在
で
2
件
。

問
　使
用
料
の
収
入
未
済
額

が
１
，
４
０
０
万
円
ほ
ど
あ

る
が
、
悪
質
な
滞
納
者
に
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
　そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
給
水
停
止

を
し
て
も
反
応
の
な
い
方
が

お
ら
れ
る
。
現
年
分
の
滞
納

が
積
み
重
な
り
、
過
年
度
分

と
な
り
滞
納
が
増
え
て
い
く
。

現
年
度
分
を
し
っ
か
り
と
払

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

問
　現
年
は
支
払
え
る
が
、

過
年
度
ま
で
は
支
払
え
な
い

方
。
現
年
も
過
年
も
支
払
え

な
い
方
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　現
年
も
過
年
も
支
払
え

な
い
方
は
い
な
い
。
ど
ち
ら

か
は
払
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

現
年
度
の
み
支
払
い
で
、
過

年
度
の
支
払
い
が
で
き
な
い

方
は
、
約
70
件
で
、
誓
約
を

も
ら
っ
て
い
る
。

問
　下
水
道
事
業
の
展
開
は
。

答
　今
後
、
人
口
減
が
推
測

さ
れ
て
い
る
が
、
公
営
企
業

だ
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
見
え

て
こ
な
か
っ
た
細
か
い
管
理

が
で
き
る
。

問
　不
明
水
は
減
っ
た
の
か
、

増
え
た
の
か
。
状
況
は
。

答
　不
明
水
は
若
干
増
え
て

い
る
。
不
明
水
の
原
因
と
し

て
は
、
二
次
側
の
中
間
桝
が

割
れ
て
お
り
、
入
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。

議
第
89
号
　令
和
元
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

問
　安
全
対
策
と
あ
る
が
、

説
明
を
。

答
　配
水
管
整
備
で
、
北
部

浄
水
場
か
ら
豊
栄
の
さ
と
に

む
か
っ
て
の
布
設
替
に
よ
る

耐
震
化
の
工
事
の
設
計
、
高

野
瀬
池
付
近
の
布
設
替
工
事

の
設
計
、
緊
急
遮
断
弁
設
置

工
事
の
設
計
費
。

問
　減
価
償
却
さ
れ
て
い
る

施
設
や
建
物
の
中
で
耐
用
年

数
の
一
番
長
い
も
の
は
。

答
　何
年
か
前
に
布
設
後
20

年
以
上
で
一
番
古
か
っ
た
北

部
浄
水
場
の
耐
震
化
工
事
を

し
た
。
管
は
公
営
企
業
会
計

に
移
行
す
る
際
に
耐
用
年
数

を
定
め
て
い
る
が
、
更
新
計

画
と
し
て
は
、
こ
こ
だ
と
い

う
の
は
把
握
し
て
い
な
い
。

全
体
で
見
て
い
く
。

問
　宅
内
で
漏
水
し
て
い
て

も
通
常
よ
り
多
い
分
は
還
付

さ
れ
る
の
か
。
何
か
月
分
ま

で
還
付
さ
れ
る
か
。

答
　還
付
は
減
免
要
綱
が
あ

る
。
土
の
中
や
床
下
等
、
通

常
の
維
持
管
理
で
は
発
見
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
対
象
。
最

大
3
か
月
の
減
免
が
可
能
。

問
　小
規
模
自
治
体
も
公
営

企
業
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
人
口
が
減
っ
て
い
く
と

い
わ
れ
て
い
る
中
で
、
維
持

管
理
を
含
め
、
運
営
し
て
い

け
る
の
か
。

答
　水
道
会
計
は
、
現
在
赤

字
会
計
。
や
っ
て
い
け
て
い

る
の
は
繰
越
金
が
あ
る
た
め
。

営
業
収
益
に
よ
る
黒
字
経
営

を
目
指
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

請
願
第
2
号
　豊
郷
町
の
全

家
庭
、
並
び
に
教
育
施
設
な

ど
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前

配
布
を
求
め
る
請
願

議
第
75
号
　豊
郷
町
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案議
第
82
号
　令
和
２
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

問
　包
括
管
理
業
務
委
託
費

（
緊
急
対
応
業
務
）
の
内
容
と

業
者
の
予
定
は
。

答
　日
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

お
願
い
す
る
。
テ
レ
メ
ー
タ

ー
（
異
常
が
起
き
た
と
き
に

発
報
し
通
報
す
る
も
の
）
が

壊
れ
た
た
め
緊
急
対
応
が
必

要
と
な
っ
た
。

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

上
下
水
道
課

　賛
成
討
論
（
今
村
議
員
）

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

行財政、総務、人事、農業、
商工業、観光、建設、
上下水道、公営･
改良住宅、人権
に関する
こと

常任委員会

11 議会だより とよさと
令和２年11月13日発行



耐震化工事

布設替工事

委員会
税
務
課

問
　舗
装
本
復
旧
工
事
の
場

所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、
配
水

管
布
設
替
及
び
消
火
栓
移
設

工
事
の
場
所
は
。

答
　昨
年
配
水
管
の
布
設
替

を
行
っ
た
、
く
ら
ま
付
近
を

舗
装
。
布
設
替
は
豊
郷
停
車

場
線
の
高
野
瀬
池
付
近
。

議
第
83
号
　令
和
２
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

問
　他
会
計
補
助
の
内
訳
は
。

答
　他
会
計
補
助
金
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
。
職
員

手
当
に
充
て
る
分
。

議
第
86
号
　令
和
元
年
度
豊

郷
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て問
　現
年
度
負
担
金
、
過
年

度
負
担
金
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

答
　過
年
度
分
は
37
件
が
対

象
。

問
　猶
予
申
請
は
ど
の
く
ら

い
出
て
い
る
の
か
。

答
　元
年
度
末
現
在
で
2
件
。

問
　使
用
料
の
収
入
未
済
額

が
１
，
４
０
０
万
円
ほ
ど
あ

る
が
、
悪
質
な
滞
納
者
に
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答
　そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
給
水
停
止

を
し
て
も
反
応
の
な
い
方
が

お
ら
れ
る
。
現
年
分
の
滞
納

が
積
み
重
な
り
、
過
年
度
分

と
な
り
滞
納
が
増
え
て
い
く
。

現
年
度
分
を
し
っ
か
り
と
払

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

問
　現
年
は
支
払
え
る
が
、

過
年
度
ま
で
は
支
払
え
な
い

方
。
現
年
も
過
年
も
支
払
え

な
い
方
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　現
年
も
過
年
も
支
払
え

な
い
方
は
い
な
い
。
ど
ち
ら

か
は
払
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

現
年
度
の
み
支
払
い
で
、
過

年
度
の
支
払
い
が
で
き
な
い

方
は
、
約
70
件
で
、
誓
約
を

も
ら
っ
て
い
る
。

問
　下
水
道
事
業
の
展
開
は
。

答
　今
後
、
人
口
減
が
推
測

さ
れ
て
い
る
が
、
公
営
企
業

だ
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で
見
え

て
こ
な
か
っ
た
細
か
い
管
理

が
で
き
る
。

問
　不
明
水
は
減
っ
た
の
か
、

増
え
た
の
か
。
状
況
は
。

答
　不
明
水
は
若
干
増
え
て

い
る
。
不
明
水
の
原
因
と
し

て
は
、
二
次
側
の
中
間
桝
が

割
れ
て
お
り
、
入
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。

議
第
89
号
　令
和
元
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

問
　安
全
対
策
と
あ
る
が
、

説
明
を
。

答
　配
水
管
整
備
で
、
北
部

浄
水
場
か
ら
豊
栄
の
さ
と
に

む
か
っ
て
の
布
設
替
に
よ
る

耐
震
化
の
工
事
の
設
計
、
高

野
瀬
池
付
近
の
布
設
替
工
事

の
設
計
、
緊
急
遮
断
弁
設
置

工
事
の
設
計
費
。

問
　減
価
償
却
さ
れ
て
い
る

施
設
や
建
物
の
中
で
耐
用
年

数
の
一
番
長
い
も
の
は
。

答
　何
年
か
前
に
布
設
後
20

年
以
上
で
一
番
古
か
っ
た
北

部
浄
水
場
の
耐
震
化
工
事
を

し
た
。
管
は
公
営
企
業
会
計

に
移
行
す
る
際
に
耐
用
年
数

を
定
め
て
い
る
が
、
更
新
計

画
と
し
て
は
、
こ
こ
だ
と
い

う
の
は
把
握
し
て
い
な
い
。

全
体
で
見
て
い
く
。

問
　宅
内
で
漏
水
し
て
い
て

も
通
常
よ
り
多
い
分
は
還
付

さ
れ
る
の
か
。
何
か
月
分
ま

で
還
付
さ
れ
る
か
。

答
　還
付
は
減
免
要
綱
が
あ

る
。
土
の
中
や
床
下
等
、
通

常
の
維
持
管
理
で
は
発
見
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
対
象
。
最

大
3
か
月
の
減
免
が
可
能
。

問
　小
規
模
自
治
体
も
公
営

企
業
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ

か
ら
人
口
が
減
っ
て
い
く
と

い
わ
れ
て
い
る
中
で
、
維
持

管
理
を
含
め
、
運
営
し
て
い

け
る
の
か
。

答
　水
道
会
計
は
、
現
在
赤

字
会
計
。
や
っ
て
い
け
て
い

る
の
は
繰
越
金
が
あ
る
た
め
。

営
業
収
益
に
よ
る
黒
字
経
営

を
目
指
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

請
願
第
2
号
　豊
郷
町
の
全

家
庭
、
並
び
に
教
育
施
設
な

ど
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前

配
布
を
求
め
る
請
願

議
第
75
号
　豊
郷
町
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案議
第
82
号
　令
和
２
年
度
豊

郷
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

問
　包
括
管
理
業
務
委
託
費

（
緊
急
対
応
業
務
）
の
内
容
と

業
者
の
予
定
は
。

答
　日
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

お
願
い
す
る
。
テ
レ
メ
ー
タ

ー
（
異
常
が
起
き
た
と
き
に

発
報
し
通
報
す
る
も
の
）
が

壊
れ
た
た
め
緊
急
対
応
が
必

要
と
な
っ
た
。

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

上
下
水
道
課

　賛
成
討
論
（
今
村
議
員
）

　採
決
結
果
　全
員
賛
成

行財政、総務、人事、農業、
商工業、観光、建設、
上下水道、公営･
改良住宅、人権
に関する
こと

常任委員会

11 議会だより とよさと
令和２年11月13日発行



豊郷町議会議長　河合　勇　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請願者　　彦根、愛知・犬上 原発のない社会をつくる会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　杉原 秀典
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介議員　鈴木 べんいち
く請願趣旨>
　現在、全国で再稼働している9つの原発のうち4つは隣の福井県にあります。高浜原発の3号機と4号機、
大飯原発の3号機と4号機です。これに加えて、関西電力は今年中に3つの老朽原発、高浜1号機(運転歴
45年)、高浜2号機(同44年)、美浜3号機 (同43年)を再稼働させる準備をしています。
　仮に、大飯原発で過酷な事故が起きて放射性物質が放出されると、風速4mの西風が直進で吹いている
場合、豊郷町には4.5時間でその放射性物質が飛んできます。その中には、甲状腺ガンを引き起こす「放
射性ヨウ素」が含まれています。
　ただ、適切な時期に安定ヨウ素剤(ヨウ化カリウム)を服用すれば、甲状腺ガンになることを相当程度に
防ぐことが出来ます。原子力規制庁の解説書によれば、放射性ヨウ素を吸入する24時間前、吸入した後
の2時間までに同剤を服用すれば 90%以上のガン抑制効果があります。服用が24時間後になれば、その
効果は7%に急減します。
　子どもは発達が早い分、放射能の影響を受け易いと言われています。チェルノブイリや福島では、同
剤を服用しなかった多くの子どもが甲状腺ガンにかかっています。一方、3303世帯のうち3134世帯に
安定ヨウ素剤を事前に配布した福島県の三春町では、甲状腺ガンの発症が殆どなかったと報告されてい
ます。
　同剤の副作用について、原子カ規制庁の「解説書」は「副作用の心配はほとんどない。副作用による
健康影響へのリスクよりも、放射性ヨウ素による甲状腺の内部被ばくのリスクの方が大きい。」と述べて
います。また、安定ヨウ素剤は1粒10円以下で購入でき、町財政の大きな負担にはなりません。
　現実に原発が稼働しており、原発事故と放射能放出の可能性がある以上、放射能から町民の命や健康
を守ることは、すべての住民の願いであり、地方議会の大事な役割だと考えます。
　町民、特に子どもの健康と命を守るために、貴議会に、以下のことを請願します。

く請願事項>
　豊郷町の全家庭、並びに教育施設など(幼稚園、保育園、小学校、中学校など)に安定ヨウ素剤を事前に
配布すること。

豊郷町の全家庭、並びに教育施設などに
安定ヨウ素剤の事前配布を求める請願

賛成討論（高橋議員）
　「原発銀座」と称されている福井県若狭地方から60～70㎞圏内にある私たちの町には、仮に事故が起き
た場合、４、５時間で放射性物質が飛んできます。
　あってはならないことですが、昨今、福井県地方で地震が頻発していることを踏まえますと、福島原発
事故が思い出され、不安がよぎります。
　町民の命と健康を守るために、万が一を想定して備えておくことが大事です。

反対討論（日比野議員）
　ヨウ素剤〔ヨウ化カリウム〕は医師の処方が必要で、劇薬指定です。副作用、使用量、使用時期等の規
制が多くあります。豊郷町に飛来する情報が出せない、モニタリングが本町には無い。40歳以上の人は必
要なしです。被爆後24時間経過して飲む、飲んでも被爆しなければ危険副作用もあり危険〔ヨウ素性アレ
ルギー、甲状腺に異常のある、造影剤過敏症等〕。
　以上の状況から職員、町民への周知徹底、モニタリングの未実施での配布は、危険と混乱を招き反対と
する。

上記請願書は、賛成多数で可決し、町に送付しました。
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　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面している。地域
経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など一般財源の
激減が避けがたくなっている。
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応はじめ、
長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥
ることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現さ
れるよう、強く要望する。

記
１　 地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、

臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保する
こと。

２　 地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総
額を確保すること。

３　 令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補填措置を
講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４　 税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策
税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を
厳格に判断すること。

５　 とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・
償却資産を含め、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・異例の
措置として、やむを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応すべきものである。よ
って、今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実に終了すること。

　　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　令和２年9月29日

滋賀県犬上郡豊郷町議会

衆議院議長　　様
参議院議長　　様
内閣総理大臣　様
内閣官房長官　様
総務大臣　　　様
財務大臣　　　様
厚生労働大臣　様
経済産業大臣　様
経済再生担当大臣　様
まち・ひと・しごと創生担当大臣　様

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

提出者
西澤博一 議員

上記意見書は、村岸善一、日比野雄二、西澤きよただ、中島政幸、辻本勇、前田広幸、
北川かずとし各議員が賛成者として提案され、全員賛成で可決しました。
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　新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面している。地域
経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付税など一般財源の
激減が避けがたくなっている。
　地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要への対応はじめ、
長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥
ることが予想される。
　よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現さ
れるよう、強く要望する。

記
１　 地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。その際、

臨時財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めるとともに、償還財源を確保する
こと。

２　 地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮できるよう総
額を確保すること。

３　 令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補填措置を
講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

４　 税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策
税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を
厳格に判断すること。

５　 とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・
償却資産を含め、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講じた特例措置は、臨時・異例の
措置として、やむを得ないものであったが、本来国庫補助金などにより対応すべきものである。よ
って、今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実に終了すること。

　　　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　令和２年9月29日

滋賀県犬上郡豊郷町議会

衆議院議長　　様
参議院議長　　様
内閣総理大臣　様
内閣官房長官　様
総務大臣　　　様
財務大臣　　　様
厚生労働大臣　様
経済産業大臣　様
経済再生担当大臣　様
まち・ひと・しごと創生担当大臣　様

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

提出者
西澤博一 議員

上記意見書は、村岸善一、日比野雄二、西澤きよただ、中島政幸、辻本勇、前田広幸、
北川かずとし各議員が賛成者として提案され、全員賛成で可決しました。

13 議会だより とよさと
令和２年11月13日発行
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新しくなった欄干 橋脚

　豊郷町と愛荘町とをつなぐ歌詰橋は、中山道が宇曽川を渡河する橋梁であり、1967年の供用開
始から50年を超え、老朽化が著しく、また、耐震性においても問題があることから補強工事を実
施することとなりました。令和元年12月から補修補強工事を実施しておりますが、工事を進めて
いく中で、橋脚の基礎部分が当初想定していた形状と違うといった想定外の状況が生じ、そのこ

とから、耐震補強を再検討する必要があるため、現在、修正設計を実施しているとの報告を町から受けました。
　この工事につきましては、議会としても注視しており、今後、詳しい工事内容や工期等がわかれば町から報告
があるとのことですので、内容を検証確認していきます。

　総務産業建設常任委員会では、役場庁舎建替えに係るこれまでの町行政の説明等を踏まえ、
委員会として再検証することで今後に向けた提案等が出来ればと、本年６月定例会から3回

に亘って所管事務調査を実施しました。
　調査の中で、行政からはその時々に議会に対して状況説明が行われてきていることや、平成28年12月には議
会として「豊郷町役場庁舎の整備促進を図ることを求める決議」を可決し、役場庁舎の整備促進を積極的に後押
しする姿勢を示してきた経過も再確認しました。
　しかし、庁舎案が大きく変更された平成30年春時点の状況がしっかり議会に説明しきれていなかった状況が
新たに見えてきました。
　今後は、議会と行政が互いに意思疎通が図れるよう実践・継続することが最終的には町民の皆様の幸せに繋が
ることになると捉え、町執行部にも理解・協力を求めるため、9月29日に今回の調査結果をまとめた報告書と共
に、議会として町長、教育長に対して申し入れ書を提出しました。

歌詰橋補強工事
　豊郷町と愛荘町とをつなぐ歌詰橋は、中山道が宇曽川を渡河する橋梁であり、1967年の供用開町説明

事 務 調 査

役場庁舎建替えに係る件

今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる今、どうなってる追跡追跡
第8弾
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私はこう判断

 賛 否 が 分 か れ た も の
議員名

結果日
比
野

辻
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

高
　橋

北
　川

西
澤
博

鈴
　木

西
澤
き

河
　合

今
　村

議第74号 契約の締結につき議決を求めることにつ
いて《物品購入契約について》 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 - ☒ 可決

議第81号 令和２年度豊郷町後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 - × 可決

議第84号 令和元年度豊郷町一般会計歳入歳出決算
認定について 〇 〇 〇 〇 〇 × ◎ ◎ × 〇 - ☒ 認定

議第87号 令和元年度豊郷町介護保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 ☒ 〇 ◎ × 〇 - ☒ 認定

議第88号 令和元年度豊郷町後期高齢者医療事業特
別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 ☒ 〇 〇 × 〇 - × 認定

請願第2号 豊郷町の全家庭、並びに教育施設などに
安定ヨウ素剤の事前配布を求める請願 ☒ 〇 〇 〇 〇 ◎ × 〇 〇 〇 - 〇 採択

意見書第1号 少人数学級を求める意見書案 × × × × × 〇 × × ◎ × - 〇 否決

意見書第2号 新型コロナウイルス感染症から国民の命を守ることを求める意見書案 × × × × × ◎ × × 〇 × - 〇 否決

（○は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ裁決に加わる）

議案審議

 全 員 賛 成
議第72号 豊郷町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

議第73号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

議第75号 豊郷町税条例の一部を改正する条例案

議第76号 豊郷町手数料徴収条例の一部を改正する条例案

議第77号 令和元年度滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決算の認定について

議第78号 令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第５号）

議第79号 令和２年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議第80号 令和２年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

議第82号 令和２年度豊郷町水道事業会計補正予算（第２号）

議第83号 令和２年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第２号）

議第85号 令和元年度豊郷町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

議第86号 令和元年度豊郷町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

議第89号 令和元年度豊郷町水道事業会計歳入歳出決算認定について

議第90号 豊郷町監査委員の選任につき同意を求めることについて

議第91号 令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第６号）

意見書第3号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書案

 全 員 賛 成
議第68号 契約の締結につき議決を求めることについて　　　　《物品購入契約について》

議第69号 令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第４号）

7月臨時会

9月定例会
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私はこう判断

 賛 否 が 分 か れ た も の
議員名

結果日
比
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議第74号 契約の締結につき議決を求めることにつ
いて《物品購入契約について》 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 - ☒ 可決

議第81号 令和２年度豊郷町後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 - × 可決

議第84号 令和元年度豊郷町一般会計歳入歳出決算
認定について 〇 〇 〇 〇 〇 × ◎ ◎ × 〇 - ☒ 認定

議第87号 令和元年度豊郷町介護保険事業特別会計歳入
歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 ☒ 〇 ◎ × 〇 - ☒ 認定

議第88号 令和元年度豊郷町後期高齢者医療事業特
別会計歳入歳出決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 ☒ 〇 〇 × 〇 - × 認定

請願第2号 豊郷町の全家庭、並びに教育施設などに
安定ヨウ素剤の事前配布を求める請願 ☒ 〇 〇 〇 〇 ◎ × 〇 〇 〇 - 〇 採択

意見書第1号 少人数学級を求める意見書案 × × × × × 〇 × × ◎ × - 〇 否決

意見書第2号 新型コロナウイルス感染症から国民の命を守ることを求める意見書案 × × × × × ◎ × × 〇 × - 〇 否決

（○は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ裁決に加わる）

議案審議

 全 員 賛 成
議第72号 豊郷町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

議第73号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて

議第75号 豊郷町税条例の一部を改正する条例案

議第76号 豊郷町手数料徴収条例の一部を改正する条例案

議第77号 令和元年度滋賀県市町村交通災害共済組合会計の決算の認定について

議第78号 令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第５号）

議第79号 令和２年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議第80号 令和２年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

議第82号 令和２年度豊郷町水道事業会計補正予算（第２号）

議第83号 令和２年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第２号）

議第85号 令和元年度豊郷町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

議第86号 令和元年度豊郷町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

議第89号 令和元年度豊郷町水道事業会計歳入歳出決算認定について

議第90号 豊郷町監査委員の選任につき同意を求めることについて

議第91号 令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第６号）

意見書第3号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書案

 全 員 賛 成
議第68号 契約の締結につき議決を求めることについて　　　　《物品購入契約について》

議第69号 令和２年度豊郷町一般会計補正予算（第４号）

7月臨時会

9月定例会
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一般質問とは
議員がその町村の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものである。

一般質問

●北川　かずとし 議員
☆後期高齢者に歯の医療費無料化を …………………………………… 17p
☆園への飛び込み事故を防ぐ対策を
・新型コロナウイルス情報および対策について
・町指名業者への社会保険や厚生年金の指導について

●中島　政幸 議員
☆新型コロナウイルス感染症に伴う支援施策の状況について ………20ｐ

●日比野　雄二 議員
☆リモート授業の進捗について問う ……………………………………22ｐ
☆コミュニティ助成事業適合外の助成検討を
・災害時の連絡網について問う

●高橋　なおこ 議員
☆今こそ、「少人数学級」実現を …………………………………………21ｐ
☆インフルエンザ予防接種補助金の対象拡大を
・子ども達に安全安心な環境と食材を
・命を守るためにガードレール設置を

●今村　恵美子 議員
☆高すぎる介護保険料引き下げへ ………………………………………23ｐ
☆使用料の特別扱いは見直しを
・町財政を活用し今後の新型コロナ対策充実を
・生活破壊の町差押え処分の見直しを
・条件付き一般競争入札で税金のムダ遣いをなくすために

●鈴木　べんいち 議員
☆全世帯並びに教育施設に安定ヨウ素剤の配備を ……………………19ｐ
・教育・保育・福祉関係施設職員の定期的なＰＣＲ検査の実施を
・今冬も「灯油等暖房費助成」の実施を求める
・エアコン等冷房費助成制度(仮称)の実施を
・安定した町職員・保育士等の確保のために
・一人親の障害者世帯への対応を問う

☆の質問を掲載しています。

●西澤　博一 議員
☆水害防止に向けて河川の改修整備を問う …………………………… 18p
☆新型コロナウイルスによる学校現場の状況と、
　　　　　　　　　　　　子どもたちへの影響を問う
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崇徳保育園園庭フェンス

　こ
れ
ま
で
何
度
も

後
期
高
齢
者
の
歯
の

医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
質

問
し
た
が
、６
月
議
会
で
は
、

町
長
か
ら
バ
ー
ス
デ
ー
検
診

を
ど
う
い
う
形
で
で
き
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
も
あ
っ
た
の
で
、
無
料
化

へ
の
取
組
と
併
せ
て
今
後
の

見
通
し
を
示
し
て
も
ら
い
た

い
。

　バ
ー
ス
デ
ー
検
診

に
つ
い
て
は
、
後
期

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
実
施
に

向
け
て
内
部
で
検
討
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
。
歯
科
診
療

費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

後
期
高
齢
者
に
つ
い
て
は
自

己
負
担
割
合
が
一
定
所
得
以

下
の
方
は
１
割
と
な
っ
て
い

て
、
住
民
税
非
課
税
の
方
は

外
来
の
自
己
負
担
上
限
額
が

８
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　国
民
健
康
保
険
や
被
用
者

保
険
は
自
己
負
担
割
合
が
３

割
と
な
っ
て
お
り
、
一
定
負

担
水
準
は
抑
え
ら
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
保
険
適
用
外
の
診

療
費
に
つ
い
て
は
、
医
療
保

険
制
度
の
枠
外
で
自
由
診
療

と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に

公
費
を
投
入
す
る
こ
と
は
適

切
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

上
で
後
期
高
齢
者
の
歯
科
診

療
費
の
無
料
化
は
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
。

北川 かずとし  議員

　交
通
安
全
対
策
と

し
て
、
保
育
園
や
幼

稚
園
へ
の
車
両
飛
び
込
み
事

故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
。
瀬
田
で
起
き
た
事

故
が
か
な
り
薄
ら
い
で
き
て

い
ま
す
が
、
幼
稚
園
、
保
育

園
は
ネ
ッ
ト
網
１
枚
で
囲
ま

れ
て
い
る
状
態
で
す
。
や
は

り
交
通
事
故
と
い
う
の
は
、

ど
こ
で
い
つ
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
。
あ
そ
こ
は
大
丈
夫

や
と
思
っ
て
い
る
所
で
も
起

き
て
い
る
。
や
は
り
行
政
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

の
で
、
フ
ェ
ン
ス
を
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
な
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
か
何
か
で
防
御
を
す
る
な

り
、
防
御
で
き
る
構
造
物
設

置
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
、
前
回
も
質
問
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
町
で
は
ど
の

よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に

対
策
を
進
め
た
の
か
。

　担
当
課
と
崇
徳
保

育
園
で
危
険
と
思
わ

れ
る
箇
所
に
つ
い
て
の
安
全

対
策
を
協
議
し
て
お
り
、
協

議
が
整
い
次
第
、
設
置
す
る

方
向
で
現
在
進
め
て
い
ま

す
。
幼
稚
園
や
愛
里
保
育
園

に
つ
い
て
は
今
後
、
教
育
委

員
会
と
も
協
議
を
し
て
ま
い

り
た
い
。
ま
た
、
通
学
路
安

全
推
進
会
議
の
中
で
、
危
険

箇
所
等
が
出
て
き
た
場
合
は

道
路
管
理
者
と
し
て
で
き
る

範
囲
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

問答

答

後
期
高
齢
者
に

歯
の
医
療
費
無
料
化
を

無
料
化
は
考
え
て
い
な
い

園への飛び込み事故を防ぐ対策を

協議整い次第、設置する方向
問
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岩倉川の現状

れ
替
え
、
行
事
等
、
子
供

の
満
足
感
が
得
ら
れ
る
よ

う
内
容
の
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

③
学
校
再
開
後
、
教
員
の
教

育
活
動
を
補
助
す
る
た

め
、
各
校
に
１
名
ず
つ
学

習
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
配
置

す
る
予
定
で
す
。

　消
毒
作
業
に
か
か

る
時
間
を
軽
減
し
、

教
師
の
負
担
軽
減
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
の

学
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
し
て

は
ど
う
か
。　本

来
の
教
育
活
動

に
専
念
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
も
声
を
か
け
、

人
材
確
保
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　感
染
防
止
の
た
め

の
校
舎
消
毒
作
業
実

施
な
ど
に
教
員
等
が
長
時
間

労
働
と
な
り
、
本
来
の
業
務

が
遅
れ
る
な
ど
、
教
育
現
場

は
想
像
以
上
に
疲
弊
し
た
状

況
だ
と
の
報
道
が
あ
り
ま
す
。

学
校
現
場
の
様
子
や
子
供
た

ち
へ
の
影
響
に
つ
い
て
答
弁

を
求
め
る
。

①
小
中
学
校
等
の
感
染
防

止
対
策
は
。

②
①
に
対
す
る
職
員
の
労
働

時
間
と
子
供
た
ち
の
学
習

活
動
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

③
町
全
体
と
し
て
、
現
場
の

負
担
軽
減
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
間
隔
の
確
保
や
マ
ス
ク
着

用
、
換
気
等
に
つ
い
て
徹

底
し
、
子
供
た
ち
が
手
を

触
れ
る
箇
所
の
消
毒
や
水

拭
き
な
ど
も
行
い
、
感
染

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

②
給
食
関
係
や
施
設
消
毒
な

ど
、
１
日
１
時
間
程
度

で
、
学
習
活
動
は
、
年
間

の
指
導
内
容
の
順
序
を
入

西澤　博一 議員

問

問

　豪
雨
等
に
よ
り
河

川
の
氾
濫
が
各
地
で

発
生
し
て
お
り
、
必
要
な
対

策
を
早
急
に
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
豊

郷
町
で
は
、
今
、
何
か
ら
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
の

か
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
の
か
、
答
弁
を

求
め
る
。

　一
級
河
川
の
管
理

は
滋
賀
県
で
あ
り
、

県
条
例
で
、河
川
に
お
け
る

氾
濫
防
止
対
策
の
規
定
が
あ

り
、緊
急
性
の
高
い
箇
所
を

優
先
し
て
河
道
の
拡
幅
や
し

ゅ
ん
せ
つ
等
の
整
備
を
さ
れ

て
い
ま
す
。町
と
し
て
は
必

要
な
改
修
は
、随
時
、要
望
を

し
て
い
ま
す
。

　河
川
愛
護
活
動

は
、
高
齢
化
が
進
む

今
、
将
来
的
に
困
難
と
な
る

と
思
う
。
県
が
防
災
予
算
と

し
て
各
自
治
体
へ
の
予
算
を

確
保
す
る
よ
う
要
望
を
。

　６
町
で
も
、
川
の

し
ゅ
ん
せ
つ
等
は
毎

年
強
く
要
望
し
、
今
以
上
に

積
極
的
な
回
答
を
得
る
よ
う

に
努
力
し
た
い
。

問

問

答

答

答

答

水
害
防
止
に
向
け
て
河
川
の

改
修
整
備
を
問
う

一
級
河
川
の
改
修
は

随
時
要
望
す
る

新型コロナウイルスによる学校現場の状況と、
子どもたちへの影響を問う

本来の教育活動に対し、支援する
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ヨウ素剤

　全
世
帯
、
並
び
に

教
育
施
設
、
小
中
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
備
を
求
め

ま
す
。
２
０
１
８
年
12
月
議

会
で
、
万
が
一
福
井
原
発
で

事
故
が
起
き
た
場
合
に
備
え

て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
各
世

帯
、
学
校
保
育
園
な
ど
に
設

置
す
る
事
を
求
め
た
が
、
豊

郷
病
院
と
協
議
す
る
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。
協
議
は
ど
こ

ま
で
進
ん
だ
の
か
。

　ヨ
ウ
素
剤
の
配
備

に
つ
い
て
は
、
他
の

機
関
と
協
議
す
る
中
で
、
保

管
方
法
に
つ
い
て
は
一
般
的

な
防
災
倉
庫
で
も
保
管
で
き

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
使
用
方
法
に
つ
い
て

も
他
町
と
協
議
す
る
中
で
、

確
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
が
出
て
来
ま
し
た
の

で
、
引
き
続
き
配
備
に
つ
い

て
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

な
ぜ
、
事
前
配
置
を

す
る
の
か
で
す
が
、
原
発
事

故
が
起
き
た
場
合
、
適
切
な

時
期
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
飲

め
ば
甲
状
腺
ガ
ン
を
防
ぐ
事

が
で
き
る
か
ら
で
す
。
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
で

は
、
隣
国
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
で

は
、
多
く
の
子
ど
も
が
小
児

甲
状
腺
ガ
ン
を
発
症
し
ま
し

た
が
、
同
じ
よ
う
に
国
境
を

接
し
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

で
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
れ

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
大
人

７
０
０
万
人
、
子
ど

も
１
０
５
０
万
人
に

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
投

与
し
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
記
憶
に
新
し

い
福
島
原
発
事
故
で

は
、
甲
状
腺
ガ
ン
の

患
者
は
公
表
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
２
３
７

人
い
ま
す
が
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
安
定
ヨ
ウ
素
剤

を
飲
ん
だ
三
春
町
で
は
、
一

人
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

万
に
一
つ
原
発
事
故
が
起
き

た
場
合
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

事
前
に
飲
め
ば
、
少
な
く
と

も
小
児
ガ
ン
の
発
生
を
防
ぐ

事
が
出
来
ま
す
。
副
作
用
の

問
題
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、

国
の
原
子
力
規
制
庁
は
「
副

作
用
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接

種
の
20
分
の
１
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ほ
ぼ
、

副
作
用
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
再
度
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤

の
設
置
を
求
め
ま
す
。

　昨
日
の
請
願
（
今

議
会
に
、「
豊
郷
町

の
全
家
庭
並
び
に
教
育
施
設

鈴木 べんいち  議員

問答

答

問

全
世
帯
並
び
に
教
育
施
設
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
備
を

導
入
に
向
け
て
検
討
し
た
い

な
ど
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事

前
配
布
を
求
め
る
請
願
」
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。）
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
比
較

的
安
価
で
、
ま
た
副
作
用
も

な
く
、
発
症
が
な
い
と
い
う

絶
大
な
効
果
が
あ
る
こ
と
。

万
が
一
（
福
井
原
発
で
）
の

事
故
が
起
き
た
場
合
、
４
時

間
半
で
豊
郷
町
に
何
ら
か
の

被
害
が
及
ぶ
可
能
性
も
あ
る

と
い
う
事
か
ら
、
既
に
導

入
・
備
蓄
さ
れ
て
い
る
市
町

の
状
況
も
把
握
し
て
、
導
入

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。　な

お
、
前
述
の
請
願
は
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
内
容

は
12
ペ
ー
ジ
。
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ヨウ素剤

　全
世
帯
、
並
び
に

教
育
施
設
、
小
中
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
備
を
求
め

ま
す
。
２
０
１
８
年
12
月
議

会
で
、
万
が
一
福
井
原
発
で

事
故
が
起
き
た
場
合
に
備
え

て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
各
世

帯
、
学
校
保
育
園
な
ど
に
設

置
す
る
事
を
求
め
た
が
、
豊

郷
病
院
と
協
議
す
る
と
の
回

答
で
あ
っ
た
。
協
議
は
ど
こ

ま
で
進
ん
だ
の
か
。

　ヨ
ウ
素
剤
の
配
備

に
つ
い
て
は
、
他
の

機
関
と
協
議
す
る
中
で
、
保

管
方
法
に
つ
い
て
は
一
般
的

な
防
災
倉
庫
で
も
保
管
で
き

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
使
用
方
法
に
つ
い
て

も
他
町
と
協
議
す
る
中
で
、

確
認
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
が
出
て
来
ま
し
た
の

で
、
引
き
続
き
配
備
に
つ
い

て
検
討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

な
ぜ
、
事
前
配
置
を

す
る
の
か
で
す
が
、
原
発
事

故
が
起
き
た
場
合
、
適
切
な

時
期
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
飲

め
ば
甲
状
腺
ガ
ン
を
防
ぐ
事

が
で
き
る
か
ら
で
す
。
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
で

は
、
隣
国
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
で

は
、
多
く
の
子
ど
も
が
小
児

甲
状
腺
ガ
ン
を
発
症
し
ま
し

た
が
、
同
じ
よ
う
に
国
境
を

接
し
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド

で
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
れ

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
大
人

７
０
０
万
人
、
子
ど

も
１
０
５
０
万
人
に

安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
投

与
し
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
記
憶
に
新
し

い
福
島
原
発
事
故
で

は
、
甲
状
腺
ガ
ン
の

患
者
は
公
表
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
２
３
７

人
い
ま
す
が
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
安
定
ヨ
ウ
素
剤

を
飲
ん
だ
三
春
町
で
は
、
一

人
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

万
に
一
つ
原
発
事
故
が
起
き

た
場
合
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を

事
前
に
飲
め
ば
、
少
な
く
と

も
小
児
ガ
ン
の
発
生
を
防
ぐ

事
が
出
来
ま
す
。
副
作
用
の

問
題
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、

国
の
原
子
力
規
制
庁
は
「
副

作
用
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接

種
の
20
分
の
１
」
と
言
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ほ
ぼ
、

副
作
用
の
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
再
度
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤

の
設
置
を
求
め
ま
す
。

　昨
日
の
請
願
（
今

議
会
に
、「
豊
郷
町

の
全
家
庭
並
び
に
教
育
施
設

鈴木 べんいち  議員

問答

答

問

全
世
帯
並
び
に
教
育
施
設
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
備
を

導
入
に
向
け
て
検
討
し
た
い

な
ど
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事

前
配
布
を
求
め
る
請
願
」
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。）
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
比
較

的
安
価
で
、
ま
た
副
作
用
も

な
く
、
発
症
が
な
い
と
い
う

絶
大
な
効
果
が
あ
る
こ
と
。

万
が
一
（
福
井
原
発
で
）
の

事
故
が
起
き
た
場
合
、
４
時

間
半
で
豊
郷
町
に
何
ら
か
の

被
害
が
及
ぶ
可
能
性
も
あ
る

と
い
う
事
か
ら
、
既
に
導

入
・
備
蓄
さ
れ
て
い
る
市
町

の
状
況
も
把
握
し
て
、
導
入

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。　な

お
、
前
述
の
請
願
は
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
内
容

は
12
ペ
ー
ジ
。
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　各
施
策
の
進
捗
状

況
、
件
数
、
給
付
比

率
を
問
う
。

【
総
務
課
】

経
済
対
策
給
付
金
は
、
対

象
者
７
，
３
２
８
人
、
受
給

者
７
，
３
１
７
人
、
99
・
85

％
。
特
別
定
額
給
付
金
は
、

対
象
者
７
，
３
５
７
人
、
支

給
者
７
，
３
４
７
人
の
99
・

86
％
。
新
し
い
生
活
支
援
・

地
域
経
済
対
策
給
付
金
、
対

象
者
７
，
３
２
４
人
、
支
給

者
７
，
３
１
３
人
、
99
・
85

％
。

【
税
務
課
】

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

は
、７
件
で
金
額
は
98
万
６
，

６
０
０
円
。
徴
収
猶
予
は
、

11
件
で
猶
予
額
は
８
９
６
万

９
，
７
０
０
円
で
す
。

【
医
療
保
険
課
】

介
護
保
険
料
の
減
免
は
、

36
万
３
，
４
７
０
円
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

は
、
27
万
４
，
５
３
８
円
、

妊
娠
中
感
染
予
防
対
策
支
援

給
付
金
は
、
給
付
比
率
85
・

７
％
。

【
保
健
福
祉
課
】

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
は
、
数
字
を
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
で
、
６
月
の

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は
、

申
請
が
不
要
で
給
付
金
が
振

り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
課
】

大
学
生
等
生
活
支
援
金

は
、
79
名
の
申
請
、
１
３
０

名
を
予
定
、
給
付
費
率
は
、

60
・
８
％
。
遠
隔
地
学
生
生

活
支
援
は
、
８
月
末
現
在
５

名
の
申
請
で
す
。

【
産
業
振
興
課
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
臨
時
支
援
金
の
進

捗
状
況
は
、
申
請
件
数
は
１

件
で
、
給
付
費
率
０
・
４
％

で
す
。

【
上
下
水
道
課
】

　水
道
料
金
の
免
除
は
、
６

月
か
ら
８
月
の
３
か
月
間
で

合
計
７
，
４
１
４
件
分
、
金

額
は
１
，
１
１
０
万
３
，
５

０
０
円
で
す
。

　各
課
支
援
策
が

１
０
０
％
に
達
し
て

い
な
い
と
こ
ろ
の
想
定
さ
れ

る
理
由
は
。

【
総
務
課
】

住
所
が
特
定
で
き
ず
住
所

不
定
で
、
１
０
０
％
に
達
し

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

【
医
療
保
険
課
】

妊
娠
中
感
染
予
防
対
策
支

援
給
付
金
は
、
現
時
点
で
４

件
出
て
い
ま
せ
ん
。１
件
は
、

国
外
で
出
産
さ
れ
て
、
３
件

は
感
染
予
防
の
枠
の
拡
大
分

の
方
と
あ
わ
せ
て
再
度
通
知

を
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
課
】

母
数
が
確
定
せ
ず
１
０
０

％
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

【
産
業
振
興
課
】

国
の
持
続
化
給
付
金
を
優

先
的
に
給
付
さ
れ
る
よ
う
申

請
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　今
後
の
周
知
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

【
総
務
課
】

給
付
金
の
１
万
円
の
方

は
、
特
別
定
額
給
付
金
の
申

請
を
い
た
だ
い
た
口
座
に
振

り
込
ん
で
お
り
ま
す
。
あ
と

の
方
は
、
こ
れ
以
上
は
難
し

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
学
校
教
育
課
】

大
学
生
の
生
活
支
援
は
、

お
友
達
の
中
で
、
こ
う
い
う

制
度
が
あ
る
事
を
周
知
し
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
１
つ

の
方
法
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

【
産
業
振
興
課
】

滋
賀
県
の
新
し
い
生
活
・

産
業
様
式
確
立
支
援
事
業

と
、
町
独
自
で
５
万
円
の
独

自
事
業
を
す
る
際
に
、
周
知

を
致
し
ま
す
。

問答

答 問

中島　政幸 議員

新型コロナウイルス感染症に伴う
支援施策の状況について

給付率100％を目指し努力する

問答
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密の状態 少人数授業の様子

高橋　なおこ  議員

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
広
が
る
中
、
子

ど
も
達
の
不
安
や
学
び
の
格

差
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
環
境
と
し
て
、

本
町
で
は
現
在
、
豊
日
中
学

校
で
１
年
生
が
33
人
と
34
人

ず
つ
の
２
学
級
、
３
年
生
が

35
人
と
34
人
ず
つ
の
２
学

級
、
豊
郷
小
で
３
年
生
が
35

人
で
１
学
級
、
日
栄
小
で
２

年
生
で
35
人
が
１
学
級
、
５

年
生
で
36
人
が
１
学
級
と
い

う
マ
ン
モ
ス
ク
ラ
ス
の
実
態

が
あ
り
、「
３
密
」
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
現
状
と
な
っ

て
い
る
。

　６
月
議
会
で
は
、
教
育
長

か
ら
「
町
講
師
の
配
置
で
少

人
数
指
導
の
対
応
を
す
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た
の

か
、「
密
」
に
な
る
事
は
な

か
っ
た
の
か
等
、
具
体
的
な

説
明
を
。
国
も
、「
少
人
数

学
級
」
に
言
及
し
始
め
て
は

い
る
が
、
そ
の
た
め
の
予

算
計
上
を
明
確
に
し
て
い

な
い
。「
少
人
数
授
業
」
か

ら
「
少
人
数
学
級
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
町
と
し
て
の

今
後
の
展
望
と
見
解
を
求
め

る
。

　「少
人
数
学
級
」

で
の
指
導
は
、
き
め

細
や
か
な
指
導
を
す
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
は
有
効
か

な
と
思
う
。
多
様
性
を
考
え

る
と
、
35
、
６
人
い
れ
ば
い

ろ
ん
な
考
え
方
が
そ
こ
に
出

て
く
る
の
で
、
授
業
や
教
科

に
よ
っ
て
は
、
そ
う
い
っ
た

部
分
が
必
要
な
場
合
も
あ

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
未

だ
止
ま
ず
、
こ
の
冬
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期
と

重
な
れ
ば
、
医
療
機
関
の
診

療
体
制
が
ひ
っ
迫
す
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
、
で
き
る
予
防
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
が
必
要

と
考
え
、
免
疫
力
の
弱
い
子

ど
も
達
の
命
を
守
る
た
め

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
補
助
金
の
枠
を
拡
大

し
て
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

達
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
補
助
金
の
新
設
を

提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

　義
務
教
育
期
間
中

の
子
ど
も
へ
の
助
成

と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
自

己
負
担
１
千
円
を
無
償
化
す

る
内
容
の
予
算
措
置
を
検
討

し
て
い
る
。

問
答

答

今
こ
そ
、「
少
人
数
学
級
」実
現
を

教
育
現
場
の
思
い
を
ふ
ま
え

学
級
編
成
を
す
る

インフルエンザ予防接種補助金の
対象拡大を

助成の拡大を検討中である
問

る
。
私
は
、
最
高
1
ク
ラ
ス

45
人
の
学
級
を
一
人
で
見
て

き
た
。
先
生
方
の
思
い
、
学

年
の
カ
ラ
ー
等
ト
ー
タ
ル
的

に
考
え
て
学
級
編
成
を
す
る

の
が
ベ
タ
ー
だ
。

答
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密の状態 少人数授業の様子

高橋　なおこ  議員

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
広
が
る
中
、
子

ど
も
達
の
不
安
や
学
び
の
格

差
が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
環
境
と
し
て
、

本
町
で
は
現
在
、
豊
日
中
学

校
で
１
年
生
が
33
人
と
34
人

ず
つ
の
２
学
級
、
３
年
生
が

35
人
と
34
人
ず
つ
の
２
学

級
、
豊
郷
小
で
３
年
生
が
35

人
で
１
学
級
、
日
栄
小
で
２

年
生
で
35
人
が
１
学
級
、
５

年
生
で
36
人
が
１
学
級
と
い

う
マ
ン
モ
ス
ク
ラ
ス
の
実
態

が
あ
り
、「
３
密
」
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
現
状
と
な
っ

て
い
る
。

　６
月
議
会
で
は
、
教
育
長

か
ら
「
町
講
師
の
配
置
で
少

人
数
指
導
の
対
応
を
す
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た
の

か
、「
密
」
に
な
る
事
は
な

か
っ
た
の
か
等
、
具
体
的
な

説
明
を
。
国
も
、「
少
人
数

学
級
」
に
言
及
し
始
め
て
は

い
る
が
、
そ
の
た
め
の
予

算
計
上
を
明
確
に
し
て
い

な
い
。「
少
人
数
授
業
」
か

ら
「
少
人
数
学
級
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
町
と
し
て
の

今
後
の
展
望
と
見
解
を
求
め

る
。

　「少
人
数
学
級
」

で
の
指
導
は
、
き
め

細
や
か
な
指
導
を
す
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
は
有
効
か

な
と
思
う
。
多
様
性
を
考
え

る
と
、
35
、
６
人
い
れ
ば
い

ろ
ん
な
考
え
方
が
そ
こ
に
出

て
く
る
の
で
、
授
業
や
教
科

に
よ
っ
て
は
、
そ
う
い
っ
た

部
分
が
必
要
な
場
合
も
あ

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
未

だ
止
ま
ず
、
こ
の
冬
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
時
期
と

重
な
れ
ば
、
医
療
機
関
の
診

療
体
制
が
ひ
っ
迫
す
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　そ
こ
で
、
で
き
る
予
防
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
が
必
要

と
考
え
、
免
疫
力
の
弱
い
子

ど
も
達
の
命
を
守
る
た
め

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
補
助
金
の
枠
を
拡
大

し
て
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

達
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
補
助
金
の
新
設
を

提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

　義
務
教
育
期
間
中

の
子
ど
も
へ
の
助
成

と
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
自

己
負
担
１
千
円
を
無
償
化
す

る
内
容
の
予
算
措
置
を
検
討

し
て
い
る
。

問
答

答

今
こ
そ
、「
少
人
数
学
級
」実
現
を

教
育
現
場
の
思
い
を
ふ
ま
え

学
級
編
成
を
す
る

インフルエンザ予防接種補助金の
対象拡大を

助成の拡大を検討中である
問

る
。
私
は
、
最
高
1
ク
ラ
ス

45
人
の
学
級
を
一
人
で
見
て

き
た
。
先
生
方
の
思
い
、
学

年
の
カ
ラ
ー
等
ト
ー
タ
ル
的

に
考
え
て
学
級
編
成
を
す
る

の
が
ベ
タ
ー
だ
。

答
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広場のフェンス

日比野　雄二  議員

　前
回
も
問
い
ま
し

た
が
、
今
回
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
の
状
況
で
、
２

波
、
３
波
の
発
生
と
、
冬
に

な
れ
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

相
ま
っ
て
、
学
校
及
び
ク
ラ

ス
の
閉
鎖
も
現
実
的
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
一
、二

年
は
終
息
に
時
間
が
か
か
る

と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
必
ず
リ
モ
ー
ト
授
業
が

必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

進
捗
状
況
と
、
い
つ
か
ら
実

施
で
き
る
か
を
問
う
。

　リ
モ
ー
ト
授
業
の

開
始
に
当
た
っ
て
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
機
器
の
購

入
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
な
ど
諸
条
件

の
整
備
も
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
リ
モ
ー
ト
授
業
が
１

日
で
も
早
く
実
現
で
き
る
よ

う
、
１
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て

い
く
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　ま

た
、
実
施
時
期
に
つ
き

ま
し
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

の
導
入
期
限
を
３
月
末
に
し

て
お
り
ま
す
が
、
早
期
に
完

了
す
る
よ
う
に
業
者
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

　ど
う
通
信
環
境
を

整
備
す
る
の
か
、
そ

こ
ら
辺
を
具
体
的
に
示
し
て

頂
い
て
、
こ
う
す
る
か
ら
来

年
４
月
以
降
で
き
る
、
そ
こ

ら
辺
の
具
体
性
を
問
う
。

　タ
ブ
レ
ッ
ト
の
調

達
は
で
き
る
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
校
内
の
通
信
環

境
整
備
の
為
、
ま
ず
Ｌ
Ａ
Ｎ

　こ
れ
も
以
前
か
ら

質
問
し
て
お
り
ま
す

け
ど
も
、
令
和
３
年
度
よ
り

実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
回

答
を
頂
い
て
お
り
ま
す
、
そ

う
す
れ
ば
今
が
予
算
の
立
案

の
真
っ
最
中
と
思
い
ま
す

が
、
現
状
と
進
捗
を
問
う
。

　案
と
し
ま
し
て
は

対
象
事
業
は
１
０
０

万
円
以
上
の
舗
装
・
フ
ェ
ン

ス
・
外
構
工
事
等
の
土
木
工

事
全
般
で
、
補
助
額
は
10
万

円
単
位
で
１
０
０
万
円
以
上

は
２
０
０
万
円
を
限
度
と
し

て
、
各
字
１
回
だ
け
補
助
を

考
え
て
お
り
ま
す
。

　１
年
で
４
字
ず
つ
、
４
年

間
で
16
字
全
て
を
補
助
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

10
月
末
ま
で
に
各
字
か
ら

の
意
見
を
募
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

問

答

リ
モ
ー
ト
授
業
の
進
捗
に
つ
い
て
問
う

一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て

実
施
出
来
る
よ
う
に
し
ま
す

コミュニティ助成事業適合外の助成検討を

助成検討が出来たので令和3年度より実施
問

の
工
事
を
す
る
。
そ
の
後
は
、

先
生
の
方
の
指
導
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
６
月
に
各
家
庭
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
調
査

を
教
育
委
員
会
で
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

リ
モ
ー
ト
授
業
を
受
け
る
環

境
が
各
家
庭
に
よ
っ
て
異
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
家
庭
間
の
公
平
性
を
ど

の
よ
う
に
配
慮
し
て
実
施
し

て
行
く
か
を
今
、
教
育
委
員

会
の
中
で
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　内
容
は
分
か
り
ま

し
た
、
こ
れ
を
普
及

し
て
、
学
力
の
低
下
を
抑
え

て
向
上
を
図
る
の
が
趣
旨
で

す
。
状
況
が
変
わ
っ
た
場
合

い
連
絡
を
乞
う
。

答

答 問

問
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旧校舎３階

今村　恵美子  議員

問

　豊
郷
町
で
は
、
持

家
で
課
税
家
族
と
同

居
の
本
人
非
課
税
高
齢
者
の

場
合
、
世
帯
分
離
を
し
て
高

齢
者
の
所
得
に
応
じ
た
介
護

保
険
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。一
方
、

公
営
住
宅
入
居
の
本
人
非
課

税
高
齢
者
と
同
居
す
る
課
税

家
族
が
い
る
場
合
も
、
世
帯

分
離
を
す
れ
ば
、
非
課
税
高

齢
者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減

は
可
能
だ
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
か
。

　議
員
の
言
う
と
お

り
、
可
能
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　私
も
関
係
法
令
か

ら
見
て
問
題
は
な
い

と
調
べ
ま
し
た
。
本
来
な
ら

年
間
年
金
80
万
円
以
下
の
高

齢
者
の
場
合
、
介
護
保
険
料

は
年
間
２
万
３
，
３
２
８
円

な
の
に
世
帯
に
課
税
家
族
が

い
る
と
、
年
間
６
万
９
，
９

６
０
円
の
介
護
保
険
料
が
か

か
り
、こ
の
差
額
は
４
万
６
，

０
０
０
円
で
国
民
年
金
の
１

ヵ
月
分
以
上
の
方
も
い
て
、

高
齢
者
の
実
態
を
無
視
し
た

徴
収
の
や
り
方
で
す
。是
非
、

前
向
き
な
取
り
組
み
を
求
め

ま
す
。

　旧
豊
郷
小
学
校
群

は
有
形
登
録
文
化
財

と
し
て
町
内
外
か
ら
評
価
の

高
い
建
築
物
で
す
。
し
か

し
、
町
は
、
３
階
の
音
楽
準

備
室
を
け
い
お
ん
愛
好
家
に

常
時
無
料
提
供
し
、
関
連
イ

ベ
ン
ト
使
用
料
も
軽
減
す
る

特
別
扱
い
を
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
文
化
財
と
し
て
の
施

設
管
理
上
見
直
し
を
す
べ
き

で
す
。
い
か
が
か
。

　「け
い
お
ん
」
を

つ
う
じ
て
豊
郷
の
フ

ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が

町
の
課
題
で
す
。

問

答

高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料

引
き
下
げ
へ

公
営
住
宅
で
も

世
帯
分
離
は
可
能
で
す

使用料の特別扱いは見直しを

「けいおん」の特別優遇は必要
問

答

　「け
い
お
ん
」
イ

ベ
ン
ト
を
主
催
し
て

い
る
「
豊
郷
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
」
は
代
表
が
愛
荘
町
の
方

で
あ
り
町
外
団
体
で
す
。
こ

の
豊
郷
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
実

施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
午

前
・
午
後
・
夜
ま
で
全
館
使

用
の
使
用
料
は
、
３
万
６
，

０
０
０
円
で
し
た
。し
か
し
、

町
使
用
料
条
例
で
は
、
町
外

団
体
や
営
利
行
為
を
行
う
場

合
は
割
り
増
し
が
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、本
来
な
ら
ば
、

使
用
料
は
約
６
万
円
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
団
体
に
は
、
安

く
す
る
の
で
す
か
。
観
光
フ

ァ
ン
を
作
る
の
な
ら
、
み
ん

な
同
じ
待
遇
で
や
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

　豊
郷
町
に
と
っ
て

た
い
へ
ん
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

23 議会だより とよさと
令和２年11月13日発行



旧校舎３階

今村　恵美子  議員

問

　豊
郷
町
で
は
、
持

家
で
課
税
家
族
と
同

居
の
本
人
非
課
税
高
齢
者
の

場
合
、
世
帯
分
離
を
し
て
高

齢
者
の
所
得
に
応
じ
た
介
護

保
険
料
が
徴
収
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。一
方
、

公
営
住
宅
入
居
の
本
人
非
課

税
高
齢
者
と
同
居
す
る
課
税

家
族
が
い
る
場
合
も
、
世
帯

分
離
を
す
れ
ば
、
非
課
税
高

齢
者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減

は
可
能
だ
と
考
え
ま
す
が
い

か
が
か
。

　議
員
の
言
う
と
お

り
、
可
能
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　私
も
関
係
法
令
か

ら
見
て
問
題
は
な
い

と
調
べ
ま
し
た
。
本
来
な
ら

年
間
年
金
80
万
円
以
下
の
高

齢
者
の
場
合
、
介
護
保
険
料

は
年
間
２
万
３
，
３
２
８
円

な
の
に
世
帯
に
課
税
家
族
が

い
る
と
、
年
間
６
万
９
，
９

６
０
円
の
介
護
保
険
料
が
か

か
り
、こ
の
差
額
は
４
万
６
，

０
０
０
円
で
国
民
年
金
の
１

ヵ
月
分
以
上
の
方
も
い
て
、

高
齢
者
の
実
態
を
無
視
し
た

徴
収
の
や
り
方
で
す
。是
非
、

前
向
き
な
取
り
組
み
を
求
め

ま
す
。

　旧
豊
郷
小
学
校
群

は
有
形
登
録
文
化
財

と
し
て
町
内
外
か
ら
評
価
の

高
い
建
築
物
で
す
。
し
か

し
、
町
は
、
３
階
の
音
楽
準

備
室
を
け
い
お
ん
愛
好
家
に

常
時
無
料
提
供
し
、
関
連
イ

ベ
ン
ト
使
用
料
も
軽
減
す
る

特
別
扱
い
を
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
文
化
財
と
し
て
の
施

設
管
理
上
見
直
し
を
す
べ
き

で
す
。
い
か
が
か
。

　「け
い
お
ん
」
を

つ
う
じ
て
豊
郷
の
フ

ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
が

町
の
課
題
で
す
。

問

答

高
す
ぎ
る
介
護
保
険
料

引
き
下
げ
へ

公
営
住
宅
で
も

世
帯
分
離
は
可
能
で
す

使用料の特別扱いは見直しを

「けいおん」の特別優遇は必要
問

答

　「け
い
お
ん
」
イ

ベ
ン
ト
を
主
催
し
て

い
る
「
豊
郷
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
」
は
代
表
が
愛
荘
町
の
方

で
あ
り
町
外
団
体
で
す
。
こ

の
豊
郷
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
実

施
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
午

前
・
午
後
・
夜
ま
で
全
館
使

用
の
使
用
料
は
、
３
万
６
，

０
０
０
円
で
し
た
。し
か
し
、

町
使
用
料
条
例
で
は
、
町
外

団
体
や
営
利
行
為
を
行
う
場

合
は
割
り
増
し
が
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、本
来
な
ら
ば
、

使
用
料
は
約
６
万
円
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
団
体
に
は
、
安

く
す
る
の
で
す
か
。
観
光
フ

ァ
ン
を
作
る
の
な
ら
、
み
ん

な
同
じ
待
遇
で
や
る
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

　豊
郷
町
に
と
っ
て

た
い
へ
ん
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答
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11
月
30
日
　
定
例
会
　
開
会

４
日
　
質
疑
・
一
般
質
問

７
日
　
一
般
質
問
（
予
備
日
）

８
日
　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

10
日
　
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

11
日
　
文
教
民
生
常
任
委
員
会

18
日
　
定
例
会
（
再
開
）

議
会
だ
よ
り
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

11
月
議
会
の
予
定

24議会だより とよさと
令和２年11月13日発行

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！
」

　
早
い
も
の
で
も
う
11
月
と
な
り
、
秋

本
番
で
各
地
で
紅
葉
が
見
ご
ろ
を
迎

え
、
時
折
肌
寒
く
感
じ
る
こ
の
季
節
。

秋
に
な
る
と
旬
を
迎
え
る
「
旨
い
」
食

材
が
多
く
、
よ
り
一
層
食
べ
る
楽
し
み

が
増
え
ま
す
。

　
春
先
か
ら
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ
り
外

出
を
控
え
て
き
ま
し
た
が
、
経
済
対
策

で
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
や
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
　

Ｅ
ａ
ｔ
に
よ
り
、
外
出
す
る
方
々
が
多

く
な
り
少
し
活
気
が
戻
っ
て
き
た
様
に

思
い
ま
す
が
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
一

人
ひ
と
り
が
十
分
に
気
を
付
け
て
毎
日

を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。西

澤
博
一

　
　
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
　
高
橋
　
直
子
　

副
委
員
長
　
日
比
野
雄
二

委
　
　
員
　
村
岸
　
善
一
　

　
　
　
西
澤
　
博
一
　

　
　
　
今
村
恵
美
子

編

集

後

記

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　
滋
賀
県
立
大
学
環
境
建
築
デ
ザ
イ

ン
学
科
在
学
中
に
、
町
内
で
古
民
家

改
修
を
中
心
に
活
動
す
る
「
と
よ
さ

と
快か

い

蔵ぞ
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
入
り
、

３
回
生
か
ら
改
修
物
件
の
一
つ
「
恭

や
ん
邸
」（
あ
っ
た
か
ほ
ー
む
＋
シ

ェ
ア
ハ
ウ
ス
）
に
住
み
始
め
ま
し
た
。

　
卒
業
し
て
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
勤
務

後
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
よ
さ
と
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
に
も
加
入
し
ま
し
た
。

恭
や
ん
邸
に
住
む
き
っ
か
け
は

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
代
表
に
な
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
町
内
の
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
物
件
へ
の
入
居
を
考
え
、

１
つ
目
の
見
学
が
恭
や
ん
邸
で
し

た
。
そ
こ
で
、
あ
っ
た
か
ほ
ー
む

の
当
番
を
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん
と

仲
良
く
な
り
、
そ
の
場
で
入
居
を

決
め
ま
し
た
。

　
最
初
は
大
学
卒
業
と
同
時
に
出

て
い
く
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

暮
ら
し
て
い
く
う
ち
に
町
内
の
方

た
ち
と
仲
良
く
な
り
、
今
で
は
地

元
よ
り
も
友
達
や
知
り
合
い
が
多

く
な
っ
て
、
こ
の
町
に
住
み
続
け

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

　
月
に
１
回
、
子
ど
も
食
堂
「
き
ょ

う
や
ん
食
堂
」
の
開
催
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
ご
飯
作
り

か
ら
片
づ
け
・
掃
除
・
企
画
ま
で
、

10
　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

い
ろ
ん
な
所
で
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
を
取
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
兵
庫
県
神
戸

市
出
身
で
、
現
在
、
雨
降

野
の
「
恭
や
ん
邸
」
に
住

み
、
様
々
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
吉
田
瑛え

里り

奈な

さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

主
体
的
に
運
営
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。

豊
郷
町
で
暮
ら
し
て

　
休
日
は
、「
あ
っ
た
か
ほ
ー
む
」

に
来
ら
れ
る
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
、
一
緒
に
も
の
づ
く
り
を

し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
や
マ
マ
さ
ん

た
ち
と
映
画
会
や
、
町
内
に
あ
る
他

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
仲
間
と
ご
飯
会

を
し
て
い
ま
す
。
地
元
で
は
無
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
お
祭
り
や
夜
回
り
に

参
加
で
き
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

　
ご
近
所
さ
ん
に
は
、
野
菜
を
頂
い

た
り
、
料
理
を
教
わ
っ
た
り
、
困
っ

た
時
は
助
け
て
も
ら
っ
た
り
、
と
て

も
優
し
く
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

買
い
物
や
散
歩
を
す
れ
ば
仲
の
良
い

人
た
ち
に
会
え
て
、
今
で
は
ご
み
出

し
す
ら
も
楽
し
み
に
な
る
暮
ら
し
に

驚
い
て
い
ま
す
。

豊郷の魅力や楽しみ方は、本が書けてしまいそ
うなほどたくさん見つけたので、これから色ん
な形で発信できたらと思っています。
Instagram：＠erina6260

【お詫びと訂正】 議会だより82号の「私はこう判断」中、議第33号・34号の
結果表記は「承認」ですので、お詫びして訂正いたします。


